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2025 年度 ピアノ調律職種技能検定 学科試験問題 １級 

 

 

真偽問題 

 

正しいものは①、正しくないものは②にマークしなさい。 

① 、②以外を塗りつぶすと誤答になります。 

 

 

問(1) 平均律において、「As」「B」は異名同音である。 

問(2)  「亜麻色の髪の乙女」と「月の光」は、ともにドビュッシーが作曲した作品である。 

問(3) 弦楽四重奏の楽器編成は、ヴァイオリン・ヴィオラ・チェロ・コントラバスである。 

問(4) 音速は、波長と振動数の積である。 

問(5) 楽音の音波の波形には規則性があり、騒音の音波の波形には規則性がない。 

問(6) ピアノ発達史において、金属製フレームは、当初から交差弦のために作られた。 

問(7) フレームのベアリングにおける弦の屈折角度（こじ角）は 20～25度である。 

問(8) 駒ピンは、垂直に打ち込まれている。 

問(9) 響板材には、音の伝播速度が速く、比重の大きい樹種であるスプルースやトウヒを用いる。 

問(10) 49Aでピッチ誤差が１ヘルツの場合、約４セントずれていることになる。 

問(11) 平均律では、A−C、A−C#のような場合、短３度に生じる唸りの方が回数が多い。 

問(12) 最低音部のオクターブ検査には、オクターブ長７度が有効である。 

問(13) テーラーの公式を用いると、インハーモニーが算出できる。 

問(14) カラ直し（ロストモーション）の調整は、「ジャックとバットスキンの隙間」と「ハンマーシャンクとハンマーレールク

ロスの隙間」が、同時にゼロになるようにすることである。 

問(15) 鍵盤の高さ調整（ならし）作業では、鍵盤の左右の傾きを正す必要がある。 

問(16) グランドピアノ整調で、ベッディングスクリュー（すべり金具）を調整したときは、次に鍵盤の高さを調整する。 

問(17) 打弦距離を広げる場合は、働きが少なくなるのでダンパーの掛かりを早めにすると良い。 

問(18) グランドピアノのジャック高さ調整で、ジャックが低すぎるとハンマーストロークが決まらず、正確なタッチが得

られない。 

問(19) ハンマーフェルトが湿気の影響を受けると、鳴りが悪くなる。 

問(20) 整音の作業中に針が折れた場合、フェルトの中に埋め込む。 

問(21) ホットメルト接着のブッシングクロスは、加熱することにより剥がしやすくなる。 

問(22) 白鍵表面を漂白するには、アセトンを塗布すると良い。 

問(23) 現在、日本国内販売の日本製ピアノの取扱説明書・保証書などに、ピアノと電子部品の補修用性能部品の

保有期間が明記されている。 

問(24) アップライトピアノのハンマー交換時にキャッチャーの高さを調整するには、ハンマーシャンクプライヤー（コ

テ）を使用する。 

問(25) アップライト消音ピアノは、アコースティックピアノよりハンマー接近（レットオフ）を広くする調整をする。 
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多肢択一（５択）問題 

 

各問から、適切なものを１つ選びなさい。２つ以上選ぶと誤答になります。 

 

問(26) 次の中から正しいものを１つ選べ。 

1. 変ホ長調の調号は、♭が３つである。 

2. ハ長調の属和音は、C−E−Gである。 

3. 教会旋法は、５音からなる。 

4. ト長調の下属音は、Dである。 

5. 音階は必ず、７音からなる。 

 

問(27) 次の中から正しくないものを１つ選べ。 

1. バッハは、「平均律クラヴィーア曲集」をピアノ曲として作曲した。 

2. モーツァルトの「トルコ行進曲」は、あるピアノソナタの１つの楽章である。 

3. ベートーヴェンの「エリーゼのために」は、単一楽章の小品である。 

4. リストの「ラ・カンパネラ」は、パガニーニのヴァイオリン曲に由来する。 

5. ムソルグスキーの「展覧会の絵」には、他の作曲家による管弦楽編曲がある。 

 

問(28)  西洋音楽の区分と音楽家の組み合わせで、正しいものを 1つ選べ。 

1. バロック音楽 −− ミヒャエル・ハイドン 

2. ロマン派音楽 −− アレッサンドロ・スカルラッティ 

3. ルネサンス音楽 −− ジョスカン・デ・プレ 

4. 古典派音楽 −− ヨハネス・ブラームス 

5. アルス・ノヴァ −− フランソワ・クープラン 

 

問(29)  ピアノの手入れ・使用環境について、記述が正しいものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. キークリーナーは、抗菌のため、アルコールが主成分である。 

2. 床暖房は、湿度が上昇せず、ピアノに最適な暖房装置である。 

3. ピアノにとって湿度は大敵であるので、オールカバーによって湿度対策をとる。 

4. 外装の手入れ剤は、艶出し塗装と半艶塗装で、手入れ剤が異なる。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(30)  ピアノに使われる金属で、以下の中から、正しくないものを１つ選べ。 

1. 軟銅は、低音弦に使われる。 

2. 黄銅は、センターピンやダンパースプーン、蝶番などに使われる。 

3. 軟鉄はダンパーロッドや駒ピン、ヒッチピンなどに使われる。 

4. 鋼鉄はバットスプリングやジャックスプリング、レペティションレバースプリングに使われる。 

5. 炭素鋼は弦に使われる。 
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問(31) フレーム（鉄骨）について、正しいものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. Vプロセスという製造法では、真空（減圧）を利用して鋳物をつくる。 

2. ２０トンに及ぶピアノの張力は、フレームでそのほとんどを支えている。 

3. 初期の鉄骨フレームは、放射状に鉄の棒を組んだ。 

4. 素材は、鋼鉄である。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(32) 以下の中から正しくないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. 鍵盤材に用いられる樹種は、スプルース、トウヒなどである。 

2. アクションに用いられる木材の樹種には、カエデ、シデ、カバなどがある。 

3. 響板材の乾燥は、天然乾燥後に人工乾燥する。 

4. ピン板は、カエデ材などを積層にして用いることが、一般的である。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(33) ピッチについて、正しいものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. 現代のバロック演奏では、一般的に A＝435Hzが採用されバロックピッチと呼ばれている。 

2. 現在の国際標準ピッチである 440Hzは、37Aである。 

3. オーケストラでは、クラリネットをピッチの標準楽器にすることが多い。 

4. 現在の日本では、A＝４４０Hzや４４２Hzが用いられることが多い。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(34)  平均律で調律した場合、33F と 40Cの関係で正しいものを一つ選べ。 

1. セント数は、700セントとなる。 

2. 振動数比は４：５で、音程は完全５度である。 

3. 振動数比は２：３で、音程は完全４度である。 

4. 共通倍音は、おおよそ 54D付近である。 

5. 33Fが高い場合、唸りは減る。 

 

問(35) 音階・音程について、正しくないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. 純正調音階は、調律に用いる音程の唸りをゼロにする。 

2. ミーントーン（中間音整律）の長３度には、きわめて唸りの多いものが含まれる。 

3. ハ長調の純正調長音階の場合、Ｅ－ＦとＢ－Ｃの音程は、両方ともにセント法で１１２セントである。 

4. ピタゴラスの完全５度を割振の手順に従って１２回繰り返すと、元の音とは２４セントのずれが生じる。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(36) 次の記述の中から、正しくないものを１つ選べ。 

1. 長３度の補足音程は、長６度である。 

2. 半音間の振動比率の半音係数は、約１.０６である。 

3. 平均律の長３度は、４００セントである。 

4. 短３度の音程比は、５：６である。 

5. 33F−45Fのオクターブで唸りがない場合、33F−38A#の４度と 38A#−45Fの５度は同じ唸りになる。 
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問(37) 以下の文で、正しくないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. ３オクターブの音程比は、１：８である。 

2. 37Aが２２０Hz、49Aが４４０Hzの時、37A−49Aのオクターブは１２００セントである。 

3. 低音オクターブ 33F−21Fで、24G#−21Fの唸りが 24G#−33Fの唸りより少ない場合、21Fの音は低い位置

にある。 

4. 16C−19D#−28Cは短３度と長６度の関係にあるが、検査音程の共通倍音は 35G付近である。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(38) 平均律割振で、正しくないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。基音は 37A、音域は、

33F～45F とする。 

1. A−Eが純正の時、Eは高めにずれている。 

2. F−A（長３度）の唸りは正しく、F−D（長６度）の唸りが F−A（長３度）と同じ場合、Dは低い。 

3. F−A（長３度）の唸りが遅く、A−C#（長３度）が遅い場合、F−C#は、８００セントより狭い。 

4. 長３度の唸りの回数は、この音域では半音上昇ごとに、０.５回/秒ずつ増加する。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(39) アップライトピアノ整調について、正しいものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. ハンマー接近(レットオフ)の調整寸法は、低音部から高音部まで１mmが理想的である。 

2. ダンパー総上げを調整すると、スプーン掛けに影響する。 

3. カラ直し（ロストモーション）を大きく調整すると、鍵盤調整に影響する。 

4. フロントとバランスのブッシングクロスの調整とバランスホールの調整で、全てのキースティックを解消できる。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(40)  関連工程の記述として、正しいものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. 打弦距離（ハンマーストローク）を調整すると、ハンマー接近（レットオフ）が変化する。 

2. ハンマー接近（レットオフ）を調整すると、ハンマー戻り（ドロップ）が変化する。 

3. ハンマー戻り（ドロップ）を調整すると、ハンマー接近（レットオフ）が変化する。 

4. ハンマー接近（レットオフ）を調整すると、打弦距離（ハンマーストローク）が変化する。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(41) ダンパーについて、正しくないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. ダンパーペダルの遊び調整は、ダンパーペダルの踏み代の１/２の位置で、ダンパーが上がるようにする。 

2. ダンパーが動き始める位置（掛かり）は、グランドピアノの場合、打弦距離がおよそ半分になるまでハンマーが

上昇した位置である。 

3. アップライトピアノでは、スプーン掛けにより、ダンパー始動（掛かり）を調整する。その結果、ダンパーの上がり

量も変化する。 

4. W型のダンパーフェルトで止音不良がある場合、止音している側のフェルトの幅を減らすように調整する。 

5. １～４に該当なし。 
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問(42)  アップライトピアノにおいて 2度打ちの原因となりえないものを１つ選べ。 

1. ジャックストップレールの調整が狭い。 

2. 鍵盤にロストモーション（から）がある。 

3. 鍵盤の深さが深く運動量（働き）が多い。 

4. バックチェックのくわえがわるい。 

5. スプリングコード（フレンジコード）の切断、はずれ。 

 

問(43) 整音の作業として、より適切なものを１つ選べ。 

1. 針刺しは、低音では浅く、高音では深くハンマーに針を入れる。 

2. 針を刺しても音色に変化がない場合は、より太い針でより深くさす作業を繰り返す。 

3. 針刺しは、ハンマーの側面からアンダーフェルト部分に針を入れることで微調整する。 

4. アップライトピアノの針刺しは、ハンマーアッセンブリーをセンターレールから外して作業する必要がある。 

5. 針刺しは、ハンマーが最初に弦にあたる箇所にはできる限り針を入れない方がよい。 

 

問(44)  ハンマー整形(ファイリング)の作業として適切でないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. ペーパーは、板に貼って使用すると良い。 

2. 使用によりハンマーの弦跡が大きくなった場合は、ペーパーを掛ける。 

3. ペーパー掛けは、減っているフェルトの頂点部分にとどめるのが良い。 

4. ペーパー掛けにより、ハンマーが同時に弦に当たるようにする。 

5. １〜４に該当なし。 

 

問(45) 次の記述で、適切でないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. 弦のこじ角が大きいと、断線を招くことがある。 

2. 弦のこじ角が小さいと、音量に影響がある。 

3. 弦振動には、縦波による高次倍音が含まれ、ノイズとして認識されることがある。 

4. 張弦で三つ割りを行うが、グランドピアノとアップライトピアノの弦間隔が異なる。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(46)  修理の接着に関する次の文面のうち、正しいものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. グランドピアノのダンパーガイドブッシングクロスは、接着しない。 

2. グランドピアノのバックチェックスキン交換では、隙間ができないように全面を接着する。 

3. アップライトピアノのバットフェルトは、上部１/２〜１/３を接着する。 

4. アップライトピアノのダンパーレバークロスは、全体を接着する。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(47) 次の記述で、正しくないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. 弦のサビ予防に防錆油を塗るときは、塗り過ぎないように注意する。 

2. 断線は金属の疲労が原因する。 

3. 響板割れは、過乾燥で起こりやすい。 

4. 高湿度では、響板に目乗りという症状が出る。 

5. １～４に該当なし。 
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問(48) 次の記述で、適切でないものを１つ選べ。該当するものがない場合は、５を選べ。 

1. アップライトピアノのジャックフレンジがスティックすると、発音できなくなることがある。 

2. 鍵盤フロントブッシングクロスは、フロントピンとの摺動部の長さを７mm前後にする。 

3. センターピン交換では、木部合わせを優先してセンターピンの太さを選ぶ。 

4. グランドピアノのハンマーシャンクフレンジのトルクは、レぺティションスプリング調整に影響する。 

5. １～４に該当なし。 

 

問(49) 次の記述で、適切でないものを１つ選べ。 

1. ハンマー交換を行った場合、鍵盤鉛の調整が必要となることがある。 

2. 鍵盤鉛が緩んだ場合は、接着剤を充填する。 

3. グランドピアノのダンパーが下がらなくなる原因に、ダンパーブロックフレンジのスティックがある。 

4. グランドピアノのダンパーが下がらなくなる原因に、ダンパーガイドブッシングクロスのスティックがある。 

5. 白鍵が連続してスティックする場合、口棒が内側に傾いていることが考えられる。 

 

問(50)  消音ピアノや自動演奏ピアノが故障した時の対応方法として正しくないものを１つ選べ。該当するものが 

ない場合は、５を選べ。 

1. 故障の症状及び使用状況・頻度などを可能な限り記録する。 

2. 自ら修理できない場合は、専門技術を持った技術者に修理依頼を行う。 

3. 電気系の不良と思われるときは、安全のため、電源プラグを抜く。 

4. 調律・整調でピアノ内部に触れる場合は、感電しないように電源を切っておく。 

5. １～４に該当なし。 


